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1．は じめ に

　大学全入時代を迎 え 、 学生の 学力低下 の 問題は深刻さを増 して きて い る 。 英語

に関 して も事情は 同様で あ り、「高等学校卒業段 階の 目標 を大学卒業段 階の 目標

と しなければな らない 」よ うな大学 も特殊なケ ース とは言 えない （田 口2005）。 と

りわ け 、 「同 じ大学 、 同 じ学部の 新入生 間で の 基礎学力差」の拡大は 、 指導体制 の

変更などの対応策を早急 に検討 しなければな らない 問題 で ある （小野2006a，b）。

　学力格差対策 として まず考えられ る の は習熟度別 ク ラ ス 編成の 導入で あろ う。

しか し 、 本学の ような小規模な大学で は、大規模 な大学に比べ て クラス 分 け自体

が 困難で あ り、「同一
ク ラス 内」で の 学力格差が相対的に大 きくな るの は避 けられ

ない 。 実際 、 現在筆者が 担当して い るTOEIC 対策ク ラス で は 、 今学期最初の プレ

テ ス トにおい て 、 最高得点と最低得点の 間にTOEIC ス コ ア に換算 して約 180点〜

28q点の 開 きが み られ た （表1）。

1）同
一

ク ラス 内に こ うした大 きな学力格差がみ ら

れ る場合 、 同 じ教材 による指導で学習効果 を上 げるこ とは極めて 難 しく、 中程度

に合 わせ た
一
律指導で は、上位層／下位層の 学生の学習意欲の 喪失 を招 く可能性

が高い と考え られる 。

　　 表12006 年10月 16日実施の プ レテス トにお ける 最高／最低得点

リス ニ ン グ

セ ク シ ョ ン

リ
ーデ ィ ン グ

セ ク シ ョ ン 合計 （誤差範囲）

最低得点 267 178 445 （420〜470）

最高得点 386 287 673 （648〜698）

得点差 119 109 228 （178〜278）
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　 クラス 内学力格差 が避 けられ な い とすれ ば
， それ を前提 と して

，
どの レベ

ル の 学生 も意欲を そ こ なわずに学習 を継続 し
， それ ぞれの レベ ル で 英語力を

伸ばせ る よ うに
， 授 業設計 を練 りあげる 必要が ある だろ う。 そ の 助 け と して

期待 され るの が e −1．earning とよば れ る シ ス テ ム2）の 活用 で あ るが 、 こ の 種の

シ ス テ ム は 、 シ ス テ ム の 構築 ・管理 や 教材の 使用 ・開発の コ ス トが高 く、 個

人 レベ ル で 授 業サ ポ ー トと して 活用する とい っ た 「小 さな」 目的には 適 さ な

い もの が 多か っ た （次節 を参照）。 しか し 、 こ こ 数年で オ
ー プン ソ

ー
ス ソ フ

トウ ェ ア の 開発 が進 み 、 優 れ た 学習 コ ン テ ン ッ 管理 シ ス テ ム を、 個人 レベ ル

で 利用す る こ とが可 能 に な っ て きて い る 。

　そ う した ソ フ トウ ェ ア の
一

つ にMartin　Dougiamas 氏 が 1999年に 開発 した

Moodle が あ る 。 多言語対 応で あ り、 Moodle公式サ イ トに よれ ば 、 2006年 11

月現在 、 外国語教育 関係者の 運 営す る登 録済み の Moodleサ イ トは 1万 8千件以

上 に の ぼ る （160力国 、 使用言語 75 、 登録 ユ ーザ 15万 人以上 ）。 筆者は2005年

のJALT 　CALL で 開催 され た 「Moodle ワ ー ク シ ョ ッ プ」へ の 参加 を経 て導入

に関 心 を もつ よ うに な り、 現在 、 日本語 の 文字化 け等が解決 され た バ ー
ジ ョ

ン 1．6 を インス ト
ー ル し 、 2006年後期 の 担 当授業で の 試用 に至 っ て い る （現在

は 1．7が 公 開 され て い る）。
この 時点 で 、 ク ラス 内学力格差 へ の 対応策 と して

の Moodle の 可能性 とその 有効活用 の た め に検討す べ きこ とにつ い て 、 実際の

運用経験 を踏 まえて まとめ て お こ うと思 う。

2．Moodle とは

　オ
ー プ ン ソ ース とは 「ソ フ トウ ェ アの 設 計図 にあ た る ソ

ー
ス コ ー ドを 、 イ

ン タ ー ネッ トを通 じて無常で 公 開 し 、 誰 で もその ソ フ トウ ェ ア の 改 良、 再配

布が 行える よ うに す る こ と」 を指す （「IT用 語辞典 e−Words 」 よ り）。 誰で も

改良 で きる とは言 え 、 筆者の よ うに ソ ース コ ー ドを改良す る 技量 は な く、 指

定 され た ス ク リ プ トを 1行書 き換 え る ぐらい が 精
一

杯 と い うユ
ー ザ も多い

。
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しか し 、 その よ うな プロ グラ ム 開発 に直接 関与で きな い ユ ーザで も 「こ ん な

機能 が ある と便利 だ」 とい っ た ア イ デ ィ ア を出す とい っ た形で シ ス テ ム 改 良

に参加す る こ とが で き 、
こ の よ うな ユ

ーザ 間の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン が活発 に

行わ れ て い る点 もMoodle の 強みの
一

つ だろ う。

3）

　こ の よ うに 、 プロ グ ラム の 不具合 の 修正や 新機能追加な どが 活発に行わ れ

る 点が オ ー プ ン ソ
ー

ス の 大 きな長所 で は あ るが 、 さ ら に、特 に個人 レベ ル で

授 業 で の 活用 を 目的 とす る者 に と っ て は 無償で 入 手で きる メ リ ッ トは計 り知

れ ない
。 比較の ために類似の 機能を もつ 商用 ソ フ トウ ェ アの 利用料 を見る と

、

WebCT は 年額約 400万円 （細川他2004）、
　Blackboard（エ ン タ

ー プライズ版）は

年額約 700万円 （鈴木2005） とあり、 明らか に個人ユ ーザ は 対象外 で ある 。

4）

　機 能が充実 し て い る点で もMoodle は定評が あ る 。 上 掲の 商用 ソ フ トウ ェ ア

と同様 に 、 Moodleは 、 学習者の 登録や学習状 況の 把握 な どの 「学習管理」機

能 と、 リ
ー

デ ィ ン グや リス ニ ン グの ため の 言語素材 、 ク イズ や レ ポ
ー

ト課題 、

解説 な どの 「学習 コ ン テ ン ツ 管理」機能を兼ね備 えて い る （表2）。

5）

表 2Moodle の 諸機 能

学習管理 活動ログ ：学習履歴 、発言 、 成績など。
コ ンテ ンッ毎／学生毎。

デ
ー

タ分析 ：学習履歴 、問題分析などをエ クセル ヘ エ クス ポート。

カレンダー
：課題 出題、締め切 りなどの 提示 。

学習コ ンテン ツ　　クイズ ：正誤 、 多肢 、 穴埋め等 。 自動採点付 。 リサイクル可 。

管理 　　　　　　フォ
ーラム ：（掲示板）評価機能付 。

　　　　　　　 課題 ：配点や締 め切りの 設定 、添付ファイル、フ ィ
ードバ ッ ク。

　　　　 　　　 用 語集 ：教員作成タイプ、学生作成タイプ 。

　　　　 　　　 プロ ジェ クト：佃人モ ード、 グル ープモ ード。

　　　　　　　 通信 ：教員から学生 へ の メ
ー

ル （
一
括 〉配信 、 学生 同士の メ

ール 交換 。

　　　　　　　 チャ ット、 プログ、Wikiなど多数 。

　　　　　　　 HotPotatoesなど外部 シス テ ム で作成したクイズの 利用 も可 。

　　　　　　　 外部ウェ ブサイトへ の リン グ ウェ ブ ペ ー
ジ作成 。

　　　　 　　　 音声 ・画像 ・動画 ・パ ワ
ーポイントの利用可 。
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3．Moodle の 機能

3．1．学習管理機 能

　 こ こ で は 、 学 習管理機能 の うち 、 成績表示、 学習状況 、 問題 分析 に つ い て

概 観す る 。 まず、 図1は 成績
一

覧画面 で あ る 。 各 ク イ ズ 問題 ご との 得点 と正

答率 （表中の 学生 は 、 「Review＃2」の 得点が9！14点 、 正 答率は約63％ ） と 、

こ こ で は表示 され て い ない が 、 全問題の 累計得点が 自動算出され 、 ボ タ ン
ー

つ で エ クセ ル 形式で 保存する こ とが で きる 。

　 また 、 登録学生 リス トの 方 か ら特定の 学生 を選択 して どの コ ン テ ン ッ を何

回使用 した か を表示 した り、 コ ン テ ン ツ の 使 用状 況
一

覧 （図2）の 形 で 表示

させ る こ とが で きる た め 、 成績 の 出 ない コ ン テ ン ツ を含め て 全体の 学習状 況

を把握す る こ と もで きる 。 図 2は 、 10月23日の 授 業 （受講生 20名） に関す る

コ ン テ ン ツ の 使用 状 況の
一

部で ある 。
コ ン テ ン ツ 名 、 使用回数の 累計 、 最終

使 用 日が表示 され る 。 例 えば 「FOOD ＃1」 （語 彙確認 問題 ） は授 業時 に
一

度

使用 した もの だが 、 授業後 に延べ 2回学 習 され て い る こ と 、 また授業で は使

用 しな か っ た 「FOOD ＃3」 に つ い て も、3週 間後 まで の 間 に 自主 学習 に 用 い

られ た こ とな どが瞬時 に分 か る 。

　少 な くと も筆者 に は 、
こ の よ うなデ

ー
タ管理 を手作業で 行うこ とは不可能

で あ り、 デ
ー

タ管理 プロ グ ラ ム を作成す る 技量 もない
。 従 っ て

、 授業外で の

学習 を確認す る とすれ ば 、 宿題 を回収 した り、 宿題 に した分 に つ い て小 テ ス

トを行 うとい っ た方 法 しか ない の だ が 、
こ うした学習管理機能の おか げで 、

回収す る こ とな くリア ル タ イ ム で 学習状況 を把握す る こ とが可能 に な る 。 ま

た 、 例 えば 、 宿 題 と して 指定 したか ど うか に よる学習行 動の 差 な ど も確 認で

きる た め
、 受講生 の 学習態度 の 傾向 をつ か んで 授業で の 指示の 仕方な どに即

座 に 反映 させ る こ とがで きる 。
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図1 成績一
覧

図2　 コ ン テ ン ツ 使用状況 （ll月28 日現在）

　次に問題 分析機 能 に つ い て み て お こ う 。 こ の 機 能 を使 うと 、 正 答率 や 正 答

者数 を設問ID付 きで 表 示す る こ とがで きる 。 こ の 「問題 分 析表」 をこ の 紙 面

上 で 見や す くする ため に整形 し、 正答率の 高い 問題 、 中程度の 問題 、 そ して

全 くで きな か っ た 問題 を抜 き出 した もの が表3で あ る 。 こ こで は 、TOEIC  

テ ス トの 旧バ ー ジ ョ ン で の Part　6 タ イ プの 間違 い 探 し問題 で 、 動詞 の位置に

名詞 が 来て い る とい う間違 い に 全員が 気づ い て い ない とい っ た こ とが
一

目で

分 か る （こ こ で は7％ は無解答 で あ っ た）。
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　もち ろ ん 、 通常は 整形の 手間をか ける必要は な い
。 図 3は こ の 機能を用 い

て 表示 され た 「問題 分析表」か ら、
ひ とつ の 設 問分 を と りだ して 示 した もの

で ある 。 学生 の 達成度や 問題の 適切 さを確認 した い と きに は 、 こ の よ うな問

題分析 画面 を表示 させ る だけ で 、 例 えば授 業 中に で も 、 表 3に 示す よ うな問

題 ご との 違い を即座 に把握す る こ とがで きる 。
こ の よ うに問題 分析が容易で

あれ ば 、 全体で 復 習 した り難易度 を調整 す る必 要が あ るか どうか の 判断に基

づ い て 、 授業お よび教材 の 内容や量 の 調整 を迅 速かつ 容易 に行 うこ とが可能

で ある 。 また 、 図3で 取 り出 した問題 （適切 な代名詞 を選ぶ 穴埋 め 式問題 ）

よ うに 、 全体 と して は正 答率 が 高い 場合 、 正答 で きなか っ た ご く一
部の 受講

生 に対 して 、 上 述 の よ うな学習履歴 を把握 す る機能 を用い て そ の 受講生 を特

定 し 、 個別指導 とい う形で フ ォ ロ
ー

する こ と もで きる 。

表3　問題分析例

問 題 選 択肢 回答者！全体

（Part　5 形式）

　　　 three　high−speed 　processors　and 　512
megabytes 　of 　RAM

，
　the　FUNBOX 　3　is　unri −

valed 　in　the　home　gaming 　industry．

With（正解）
WhileHaveThough

70％
7％

7％
4％

（Part　5 形式）

In　order 　to　protect　their　pro丘ts
，
　some 　record

companies 　　　 installed　 anti −piracy　soft −

ware 　on 　compact 　discs．

have （正解）
wasto

　bewere

41％

4％
7％
37％

（Part　6 形式）
Children （A ）under 　six　may （B ）dinner（C）fbr
丘ee （D ）at 　Knights　of　the　Ro   d　Table　Steak
Houses ．

A ．

B ．（正 解）

C ．

D ．

93％
0％
0％
0％

　最後 に 、 教 員一
学生 間の 通 信 に つ い て 触れ て お こ う。 E −mail に よ る通信機

能 は 、前節で は 学 習 コ ン テ ン ツ の 方 に分類 して い る の だが （表2）、
こ の 通信

機 能 は、 こ こ まで 述べ て きた 「学習管理」機能 を補完す る上 で も大 きな役割 を
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図3　問題分析画面

果た す 。

一
括 送信機能自体 も便 利だが 、 E一皿 ail に よ る通 信 を同

一
サ イ ト上 で

行 える た め 、 例 えば
一

人
一

人の 履歴を確認 しなが ら、 その 場で メ ッ セ ー ジ を

送 る とい っ た こ とが 可 能だ 。 メ ー ラ ー を立 ち上 げて も同 じ よ うな作業 は可 能

だが 、 実 際に使 っ て み る と 、 作業 の 煩雑 さが相 当減少す る こ とが 実感 で きる 。

煩雑で ない 分 、 「きちん と復 習 して い ますね」とい っ た ち ょ っ と した メ ッ セ ー

ジ を送 る作 業 を継続 しや すい 。 そ の よ うな メ ッ セ ー ジ を煩わ しい と思 う学生

もい る と思 うが 、 逆 に 、 最初 の 方 だ けで も こ の よ うな コ ン タ ク トが 必 要 な学

生 もい る 。 学生 に とっ て も、 教員か らの メ ッ セ ー ジ を受信 す る だ け で な く、

例 え ば練習問題 を解い て 不明 な点が あ れ ばそ の 場で 質問 を送信す る こ とがで

き 、 また 、 あ る コ ン テ ン ツ が 表示 され ない とい っ た不 具合が あ る場合 に もそ

の 場 で 報告が で きる 。 こ の よ うなや りと りが可 能で ある こ とで 、 特 に 下位層

の 学生 に とっ て 授 業外 で の 自主学 習の 継続が よ り容易 に な る と思 わ れ る 。
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3．2．学習 コ ン テ ン ツ管理機能

　学習 コ ン テ ン ツ 管理 の 面 で は
、 所定の テ ン プ レ ー トを利用 して 「簡単に」

自動採点付きの ク イズ 問題 を作成 で きる点が大 きな メ リ ッ トで ある 。

一
般に

「簡単に」作成で きる もの ほ ど 自由度が小 さ くな るの が 普通 だが 、 Moodle で

はそ もそ も用意 され て い る テ ン プ レ ー トが多く、 問題形式 （多肢選択 、 組み

合 わせ 、 空所補充 、 筆記な ど）や 問題数 、
フ ィ

ー
ドバ ッ ク の仕 方や 量 な ど も

自由 に変える こ とが で きる 。 また 、 図4の よ うな設 定画 面 で 、 何度挑戦 で きる

か 、 複数回問題 を解い た場 合に ペ ナ ル テ ィ を課 すか ど うか な ど解答法に 関す

るオ プ シ ョ ン を設定で き、 「練 習」や 「知識定着」 を目的 とす るか 「達成度確

認」を 目的とす るか な どに よ っ て 、 設定 を 自在に変える こ とが可能で あ る 。

図4　ク イズ 式問題 の 設定画面
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　図 5は 、 自動 採 点付 きの ク イ ズ 問題 の テ ン プ レ ー トの うち組み 合 わせ

（Matchi皿 g）式 を用い て 作成 した練習問題画面の
一

部で ある が 、 これ は 「接頭

辞 を利用 する と、語彙学習 に役に立つ 」とい うこ とを意識 して もら うため の コ

ン テ ン ツ なの で 、 ペ ナ ル テ ィ は 「無」 に 設定 して い る 。
こ の 練習問題で は画像

を利用 して い る が 、 画像 や音声や他の HTML 文書 な どへ の リン ク も制限 され て

い ない ため 、 全体と して多様 な練 習問題を作成する こ とがで きる
。

6）

　多様な 問題 を簡単に 自作で きる とい うこ とは 、 変更や追加が容易だ とい うこ

とで もある 。 実質上 、 手を加 え る こ との で きない CD −ROM 教材 や市販の オ ン

ラ イン 教材 とは違い
、 Moodle は新 しい 素材の 組み込み や難易度の 微調整が可

能で あ り、
コ ン テ ン ツ にバ リエ

ー シ ョ ン を もたせ た り、 ヒ ン ト付 きとヒ ン ト無

しの もの を用意する とい っ た形で 学力格差対策 と して役立て る こ とがで きる 。

図5 組み合わせ 式 クイズ （語根一jectと接頭辞in−
，
　ex −

，
　re −

，
　pro −）画面の

一
部

一 133 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

図6　 「フ ォ
ー ラ ム 」活用事例
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ク イズ 形式以 外の 学習機能 も多彩で あるが 、
こ こ で は 「フ ォ

ー
ラ ム 」 と よ

ば れ る 掲示板の 活用例 を あげ て お こ う 。 図6は 、 「コ ン ピ ュ
ー

タ ・コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン」 とい う授 業で の 「フ ォ
ー

ラ ム 」利用 の
一

例 で ある 。 こ の 活動 で

の 学習 目標は 、携帯電話の 写真撮影機能 を用い て 撮 っ た写真 をパ ソ コ ン に保

存す る 、
ペ イ ン トを用 い て 画 像 の サ イズ を変え る、 画像 フ ァ イ ル を ア ッ プ

ロ ー ドす る等の コ ン ピ ュ
ー

タ技能 と 、 主語 ・動詞 ・目的語 の 語川頁で 英文 を作

る 、 頻度の 表現 を使 う、携帯 電話 に 関す る語 彙を覚える等の 英語運用技能 で

あ る 。 教員か らの 質 問 （How 　do　you 　use 　your 　cellphone ？） に対 して 、 画像
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を用い て 英語で 答える とい うシ ン プル なタス クで あ り、 英語の 授業と して で

あれ ば 、 紙ベ ー ス で も同様の 活動 は 可能 で あ る 。 紙ベ ー ス で の 活動 との 大 き

な違 い の 一 つ は 即 時性 で ある 。
こ の 場合 で 言 え ば 、 学生 は そ の 場 で 写真 を

と っ て パ ソ コ ン に保 存 し 、 それ を ア ッ プロ ー ドして 文章を書 き、 す ぐに他の

学生の 「作品」を閲覧で きる 。 従 っ て 、
こ の 活動を軽い 「下準備」 と して 会

話練習や ニ ュ
ース の 読解活動に発展 させ た り、

こ の 活動で ウ ェ ブ上で の 画像

利用の
一

連の 操作を経験 した上 で 、 リサ
ー

チ結果 を図入 りで 説明す る課 題 に

挑戦 させ る とい っ た こ とが 、 そ の 回の 授業で 可 能 に なる 。

　「フ t 一
ラム 」で は記事 を 「評価」す る機 能 も選択 で きるた め 、 記述式の 小

テ ス トの よ うに使うこ と も可 能で あ り、 またReply 機 能 を用い た コ メ ン トの

中に 、 必 要 に応 じて 模範例文を埋 め込 むな どの 方法で 、 英語 に 関 して 得点化

を伴 わない 形 で フ ィ
ー ドバ ッ ク す る こ と もで きる 。 筆者は まだそれ ほ ど使い

こ な して い ない が 、 幅広 い 活用 法が考 えられ る機 能で ある こ とは 間違い ない 。

　 こ こ まで 見て きた よ うに 、 Moodle は個 人 レベ ル で 必 要な規模 か ら導入で き、

実際 に使 い なが ら コ ン テ ン ッ を作成 ・調整 して い くこ とが で きる 。 難点 が あ

る とすれ ば 、 それ ぞれ の 機 能の 選択 の 幅が 広 い 分 、 使 い た い 機能を把握す る

の に 多少時間が か か る とい う点 ぐらい だ ろ う。 筆者 自身 、 まだ まだ把握 して

い ない 機能 もあ るが 、 それで も 、 上 述の よ うな大 きな学力格差の ある ク ラス

で授 業 を進め て い く上で 、Moodle に は 大い に助 け られ て い る 。 以下で は 、 学

力格差 へ の 対応 とい う観点か ら、 Moodle をよ り効果的に活用す る ため に は ど

うす れば よ い の か を検討 して い く。

4．Moodleを活用 した学力格差対策

　筆者が現在担当 して い る科 目で は 、 クラ ス 内の 英語 の 学力格差が 上位層／下

位層 の 学生 の 学 習意欲の 低下 を招 く可能性が も っ と も高 い の はTOEIC ク ラ ス

で ある 。 「コ ン ピ ュ
ー タ ・コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 」 や 「英語科教育法」で は英語カ
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養成 自体あるい は それだけを達成目標 として い るわ けで は ない か らだ 。 とは い

え、
こ れ らの ク ラ ス で は 、 英語 自体が中心 的な学習項目で は ない 分 、 英語力の

点で 手助 けが必 要な学生 に対 して 指導が十分 に行 き届か ない 可能性は ある 。

　どち らの タイプの 授業で も、 授業全体の 達成 目標に そ っ た共通の 学習項 目

に加えて 、 上位層 の 学生向けの 発展的コ ン テ ン ツ と下位層 の 学生向けの 補習

的 コ ン テ ン ッ を うま く組み 合 わせ る こ とが 、 ク ラ ス 内学力格差対策の 基本に

なる と考えられ る 。 この 方針 に そ っ てMoodle の コ
ー

ス 整備 を進 めて い こ うと

考 えて い る が 、 若干の 試用期間を経た現時点で
、 現行の 試 用版で 改良すべ き

点や作業面 で 検討すべ き点な どを ま とめ て お くこ とに したい 。

4．1．基礎文法力養成

　酒 井 （2005） も指摘 して い る よ うに 、 英語の 基礎学力不足 して い る学生 は
、

発信 の 際 に必 要 な統語的知識の 欠如 また は不足 が顕著 で ある 。 清 田 （2006）

が英検の 問題 を用い て 行 っ た調査で も、 穴埋 め や読解 問題 に比べ て 並べ 替え

問題 の 正 答率が め だ っ て 低 い こ とが報告 されて い る 。 筆者 の 担当ク ラ ス で

行 っ た プ レ テ ス ト （1節を参照 ）の 正答率 をパ ー ト別 に 整理 した もの が 図 7

の グ ラ フ で ある 。
こ こ で も 、 Part　6 （旧バ ー ジ ョ ン の タイ プ ；間違 い 探 し）

の 正答率が 目立 っ て 低い こ とか ら 、 英文 の 構造 を把握す る こ とを苦手 とす る

学生が 多い こ とが推察 され る 。

　現行版で は 、 担当授 業それ ぞ れに 対応 す る 「コ ース 」 を用意 し、 学生 は授

業 に 該 当す る コ ー
ス の み を利 用 す る形 に な っ て い る （図8を参照）。

こ れ は全

体的なサ イ ト設計の 観点か ら とい うよ りも、 「授 業で 使 い なが ら」サ イ ト構

築 を して い くとい う手順 上 こ の 形に な っ て い る にす ぎない
。 基 礎的 な文法力

が不 足 して い る 学生 が 多い とすれ ば 、 授業対 応 「コ ース 」 の 他 に 、 履修 して

い る授業 とは無関係 に利用 で きる汎用 の 「文法確認 コ
ー

ス 」 を設置す る とい

うサ イ ト構成 の 方 が利用 しや す く、 また コ ン テ ン ツ作成 の 面 で も効率が よい
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と思 われる 。 現在 、 非公 開の 状態で 少 しずつ 作成作業を進 め て い る が 、 内容

面の 他 に、授業該当コ ー
ス か らの 参照 の しや す さも考慮 して 、 リン ク 元の 配

置や レ イア ウ トな ど も検討す る 必 要が ある だ ろ う。 また 、 ひ と とお り仕上

が っ て公 開 した後も、 プ レテ ス トや ポス トテス ト、 小 テ ス トな どの デ ー タ を

蓄積 し 、 その 分析結 果 を利用 した改良作業が必 要 に なる こ とは 言うまで もな

い
。

　 図72006 年10月16 日実施の プ レテ ス トにお けるパ ー
ト別平均正答率
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　 また 、 上 述の プレ テ ス トはTOEIC ク ラ ス 用 に作 成 した もの で ある が 、 そ れ

とは別 に 、 語彙力 ・内容把握力 （読 解／聴解） ・英文 の 構造 を操作す る力 を

それ ぞれ確認する た め の
、 汎用 の 「診断」 テス トを作成 してお くこ と も検討

課題で ある 。

一
度 きちん と した診断テ ス トを整備 して お けば 、 結果はす ぐに

出るの で 、
コ ン テ ン ツ 作 成や 個人 ご との ア ドバ イ ス を含め 、 そ の 授 業 に お け

る指導を よ り適切で 効果 的な もの に する の 役立 つ だ ろ う。

4．2r学習活動の 指示 ・ 指針

　Moodle を含め て オ ン ラ イ ン の 学習環境で は 、

一
般 に 、 上 記の よ うな補 習用

教材 を提供 しや すい とい うメ リッ トが ある 。 現 時点 で は、授業 ご との コ
ー

ス の

中に 、 補習用の 解説 ・確認の ペ ー ジを埋め込む とい う形 に な っ て お り、 TOEIC

コ ース で は こ れ に加 えて 、 下位層 の 学生 を意図 した練習問題 、 また上位層の 学

生 を意図 した発展問題 や類似問題 を並置 して い る 。 基本的に は 、 どの授業で も、

共通の 学習活動時間 と各自の 学習活動時間 を組み合 わせ る形 になる 。

　上 位層 の 学生 に は 対 して は 、 「す こ し手 ご た えの ある」 コ ン テ ン ツ に取 り組

ませ る とい うや り方で 基本 的に は十分 に対応 で きる と思 う （コ ン テ ン ツ 次第で

はあ るが）、 た だ し、 「で きる 人 は こ ちらもや っ て お くよ うに」 と言 うだけで評

価 には 全 く反映 させ ない とい うや り方で は 、 学習意欲 を損 な う結果に つ なが り

か ね ない
。 Moodleで は各課題の 評価の ウ ェ イ トを指定す る な ど評価補助機能が

用意 されて い る の で 、 そち らを十分 に把握 しうま く活用する必要 が あ る 。

　
一

方 、 試用 を通 じて 得た感触で は 、下位層の 学生 ほ ど 「各自の 活動時間」 を

うま く使 うこ とが 難 しい よ うだ 。 ひ とつ に は 、 「で は 自分 は こ の 10分 問で こ れ

とこ れ を しよ う、
こ れ とこ れ は家で や ろ う」 とい っ た判断 を下す学習習慣 を身

につ けて い ない 可 能性が考 え られ る 。 そ うで あ る とすれば 、 活動 の オプ シ ョ ン

を複数提示す る 際 には 、 特 に下位層 の 学生 に と っ て 「指示」が 明確 に な る よ う
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に 、 指示文や教材配置 をさらに工夫す る必要が あるだ ろ う。

　また 、 現時点 で は 、 学生 が授業外で 自習 しよ うと した場合、 図9の よ うな 自

分の 学習履歴 を確認 し 、 済んで い ない 箇所や 得点が低い 箇所を中心 に学習す る

こ とはで きるが 、 それ以外の 指針 は提供 され て い ない 。 メ ッ セ ー ジ送信機能 を

利用 して 、 「こ れ とこ れ をや っ て お きま しょ う」 と指示す る こ とは不可能で は

ない が 、 何か 自分 で 課題 をや っ た後、次に何 をすべ きかが サ イ ト上 で 分 か る よ

うに な っ て い る こ とが望 ましい だ ろ う。 現在で もで きる か ぎ り関連教材 をリ ン

ク させ て はい るの だが 、 残念 なが ら、 まだ下位層の 学生 に とっ て も利用 しやす

い 形 に なっ て い る とは言 い に くい
。 4．1．で 述 べ た よ うな汎用 コ ー

ス を用 意 し、

「こ こ で つ まつ い た ら こ の項 目へ 」 とい う指示 とリ ン クを整備す る こ とで 、 こ

の 問題の
一部は 解決で きる と思 われ る 。 さ らに 、 プ リ ン トア ウ トしやす い 体裁

の ワ
ー

クシ ー トを並 置 した り、 チ ェ ッ クボ ッ ク ス つ きの 達成 目標 イ ン デ ッ クス

を紙で 配布する等 、 紙媒体 とうま く連携 させ る こ と も重要だ ろ う。

　　　　　　　　　　 図9　学習履歴 （学生 画面 ）
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4．3．学習態度の 養成

　言語 学習で は 「新 しい 知識の 獲得 ・理解」 と 「反復学習 に よる定着」 とい

う基本的なサ イ ク ル が不 可欠 で あ る 。 しか し 、 清田（2006）の 指摘に もあ る よ

うに 、 「リ メ デ ィ ア ル 的な支援が 必要な学習者 の 場合 、
こ の 学習サ イク ル を

身につ ける こ と な く大学生 にな っ て しまっ て い る」 の が 実状 で あ る 。 さ らに 、

彼 らは 、 何か が分 か ら なか っ た りうま くで きなか っ た場合 に能動 的に 動 き出

す 「自立 的 な学習者」 （田 口 2006）で もない
。

　図 10は 、 11月 13日 と27 日の 箇所 に載せ た コ ン テ ン ッ の 延ベ ア クセ ス 数 を グ

ラ フ に した もの で あ るが 、 こ こ に も 「受動 的 な 学習 者」像が 浮 か び上 が る

（受講 者 数20名）。 例 え ば 、 13 日の 文法 問題 （F 〜 H ）、
27 日の 「文法 問題 集」

（M ）は 、
い ず れ も自動採点付 きク イ ズ の 形式 で は な く、 自作 の HTML 文 書 で

あるが 、 而者の ア ク セ ス 数 に は 大 きな違 い が み られ る 。
こ の 違い は 一 つ に は

「指 示」 の 有無 と関 わ っ て い る と思 わ れ る 。 M に つ い て は 、 授業中 に
一

部 を

行 い 使 い 方 も指 導 した 上 で 復 習 を指示 した が 、F 〜G に つ い て は 、 13 日時点

で は あ えて い っ さい 指示 を し て い ない
。 27 日の 授業 で 言 及 す る まで F 〜G へ

の ア ク セ ス は ほ ぼ 皆無 で あ っ た とい う点 を加 えれ ば 、 「指 示待 ち」 の 傾 向 は

一 層 明 白だ ろ う。 また 、 同 じ 「今 日の 音声 」 （その H の 学 習内容の うち音声

フ ァ イル だけをまとめ た リ ン ク 集）で も 、 27 日分（」）の ア クセ ス 数が 97件で あ

る の に 対 し、 13 日分（A ）は た っ た の 9件で ある 。 Jは 「宿題」 に した リス ニ ン

グ課題 を行 う上 で 必 要 に なる 音声 を含ん で い るが 、 A は授 業 中 に扱 っ た音声

の み で あ り、 単 に 「もう
一
度聞い て お くよ うに」 と指示 した だ けで あ る。

こ

こ に も与 え られ た課題 や指示され た活動で な けれ ば手 を付 けない とい う受動

的な傾 向が うか が わ れ る 。
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図 10　 コ ン テ ン ッ ご との 延ベ ア クセ ス 数 （2006年11月29 日現在）
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　M とF 〜H の ア ク セ ス 状 況 の 違い に 関 わ る要 因と して 、 宿題 を含め た 「指

示 の 有無」以外の 要因が ある とすれ ば
、
F 〜H に は 解答の み を リ ン ク させ た

の に対 し 、 M に は か な り詳 しい 解説 の ペ ー ジ も リ ン ク させ た点が 関係 して い

るか も しれ ない 。 ご く
一

部 の コ ン テ ン ッ につ い て の 短期 間の 比較 なの で 確 定

的 なこ とは言 えな い が 、 授 業 中にM を使用 した 際の 熱心 な反応 を見る と、 そ

の 場 で 分 か りや す い 解説 が確認 で きる もの の 方が 学習意欲 に つ なが る可能性

はあ る。 本来 、 自分か ら 「こ うい うこ とは あそ こ に書い て あ りそ う」 とい う

具合 に 自 ら動 き出す の が望 ま しい の だ が 、 その よ うな態度 を養成す る ため に

は 、 何段 階か の ス テ ッ プが必要か も しれ ない 。
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一

方 で 、 全体 と して は 「指示待 ち」傾向が見 られ る反面 、 自動採点付きク

イズ形 式の 練習問題 に注 目す る と 、 思い の 外 「自主 的 に」反復学習を行 っ て

い る 。 図 11は 、 10月 23 日、30日の 授業で 使用 した コ ン テ ン ツ の うち 、
こ の タ

イプの ク イズ形式の もの に つ い て 、 11月29 日時点 まで の ア クセ ス 状況 をグ ラ

フ に した もの で あ る
。 受講生 20名 と して 、 授業以外に平均 して 約 1〜2回は反

復学習 を行 っ て お り、 また 、 ほ とん どの 練習 問題 につ い て ア クセ ス は Il月末

まで 断続的に 続い て い る よ うで ある 。 「指 示待 ち」傾 向が見 られ る場合で も、

自動採点付 きク イズ の 形式で あれ ば手を 出 しやす い とは言える か もしれ ない
。

　こ こ まで をま とめ れ ば、 英語 の 基礎的な学力だ けで な く、 「理解 した 知識

を反復 して 定着 させ る」 とい う基本的なサ イク ル を身に つ けて い ない 「指示

待 ち」傾向の あ る学習者に と っ て は
、   理解 ・納得で きる 説明がす ぐ手 の 届

くとこ ろ に あ る こ と 、   反復 学習 を誘発 しや すい 環境 にお か れ る こ と、  活

鯛
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5．お わ りに

　4節で は 下位層 の 学生 へ の 対応 に 焦点 を 当て る形 に な っ た が 、
こ の 点で コ

ン テ ン ッ が きちん と整備 されて い れ ば 、 例 えば下位層 へ の 対応 の み に授業時

間を費 して しまい 、 その 結果上 位層 の 学生 の 学習意欲 を萎え させ る とい っ た

事態 は回避 しやす くな る と思 わ れ る
。

　 また、 「ク ラス 内学力格差」の 問題が特 に 目立つ の がTOEIC ク ラ ス で あ るた

め 、 考察 の 多 くはTOEIC ク ラ ス を念頭 に お い た もの に な っ た 。 しか し 、

Moodle の 多彩 な機能 を生 か す とい う点で は 、 「コ ン ピ ュ
ー タ ・コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 」や 「英語科教育法」の よ うな科 目で の 活用法は 、

一
層興味深い テ

ー
マ

で ある 。 まずは 今学期 の 試用の 結果 を確 か め 、 Moodle の 諸機能に つ い て 理 解

し、 基礎力養成 コ
ー

ス を仕上 げた上で 、 さまざまな学習活動につ い て の考察を

始 め た い と思 う。

　最後 に 、 Moodle の 諸機能は便利で あ り多様 な学習活動 を可能 に して くれ る

が 、 それ らを授業サ ポ ー トと して 有効 に活用 す るに は 、 レ イ ア ウ トも含め た

コ ース 設計、 コ ン テ ン ツ 同士 の 関連づ け 、 評価 の 重 み づ け等 に十分 な配慮 が

必 要 で あ り、 そ の 基 盤 と して し っ か りと した授 業 プ ラ ン が必 要 に な る 。

Moodle の もつ 柔軟な変更可能性 を生 か しデ
ー

タ の 収集分析機能を活用 す る こ

とで 、 自分の 授業の 質を向上 させ る こ とに もつ ながる と期待 して い る 。

）1

＞2

註

こ の 換算値 は 、100 点満点 （1点 × 100 題） の プ レ ・テ ス トの 得点 を単純 に 9．9倍 した値

（TOEIC   テ ス トは 990点満点）で あ り、TOEIC   テ ス トの ス コ ア算出法 とは合致 して い な

い
。 しか し 、 授業か ら受け る印象 と は一

致す る 値 で あ り、ま た 実際、こ の ク ラ ス に は、7月

に実施され たTOEIC −IPの ス コ ア が 700点以 上 の 学生 と400 点未満 の 学 生 が 含 ま れ て い る 。 尚、

得点差に幅を もたせ た の は、TOEICItt）テ ス トの ス コ ア には ±25点 の 誤 差が含 まれ る と言 わ

れるためで ある 。

e−Learning とい う用語は人 に よ っ て様 々 な意味合
・
い で 用 い られるが、こ こ で は 「イ ン ター
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　　 ネ ッ トを含むIT技術全般 を用 い た 学習 ・教育形態一
般」を指 して 総称的 に 用 い て い る 。

　e ・

　　 Learningは 技術発展に伴 い 、「第 1世代」 の CBT （Cmputer −Based 　Train三ng ：ス タ ン ドア ロ

　　 ン の コ ン ピ ュ
ータで 動 くシ ス テ ム ）、「第2世代」 の WBT （Web −Based　Training：イ ン タ

ー

　　 ネ ッ ト上 の コ ン テ ン ツおよ び E −mail に よ る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を利用する学習）、 「第3世代」

　　 の LMS1 （L）CMS （Learning 　Management 　Sys七em ／（Learning ）Contents　Management

　　 System）へ と変化 してい る。　 LMS は受講登 録や 学習進捗や履歴 ・成績 の 管理などを含む学

　　 習管理 シ ス テ ム で あ り、CMS は コ ン テ ン ツ の 作成や 配信を含む コ ン テ ン ツ 管埋 シ ス テ ム の

　　 こ とで ある 。 学習 用 コ ン テ ン ッ の 場合 、 特 に LCMS とい う用 語が 用 い ら れ る こ と もあ る
。

　　 Moodle は こ の 第3世代に属する シ ス テ ム で あ る 。 尚、「コ ン ピ ュ
ー

タを使 うこ とで 可能に な

　　 る学習支援」 とい う意味で は 、本 来、こ れ ら の e・Learningシス テ ム は全 て CBT で あると も
　　 　　　L
　　 言 凡 る 。

3）　 こ の よ うなや りとりは、卞 に M ・ odle 公式サ イ ト上 の 「フ ォ
ーラ ム 」 と よ ばれる掲示板で行

　　 われ、実際、多 くの ア イデ ィ ア が取 りい れ られ シ ス テ ム と し て実現 し て い る と聞く。 また 、

　　 ユ
ー

ザ ・コ ミュ ニ テ ィ の 規模 が大 きい こ ともあ り、こ の 場で の や りと りは、商用 ソ フ トウ ェ

　　 ア の 有償サ ポートの 役割 も十分 に 果 た して い る 。

4）　 ただ し 、
こ れ ら商用 シ ス テ ム は Moodle に はな い 機能 ももっ て い る 。 また 、 本文中で あげた

　　 WebCT は 2005 年10月にBlackboardに吸収合併された 。

5）　 「学 習管理」、「学習 コ ン テ ン ツ管理」に つ い て は註2を参照された い 。

6）　 画像、音声な ど の 埋 め込みが どの 程度全体の 動作 に影響を与える か につ い て は、実 際 の 運用

　　 を踏まえて把握 し、 よ りよい 利用法を検討 して い く必要がある 。
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